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研究成果の概要（和文）：　Webの発達は、既存のメディアに変革を迫りつつある。とりわけ、ブログや掲示板をはじ
めとするCGM（消費者生成メディア）の発達は、新しいコミュニケーション・スタイルを生みだしている。本研究では
、多種メディアテキストを収集し、計算文体論アプローチを用いてこれを分析することで、各メディアの特徴を分析し
、コミュニケーション・スタイルの特徴を考察した。同時に、有用な分析手法の検討を行った。

研究成果の概要（英文）：      Through the development of the Web, various new media have appeared. In part
icular, texts in social media such as Wiki, blogs, and SNS are produced by the users themselves, and revea
l new styles of on-line communication. This study, by using computational stylistics methods, analyzed the
 character of ones' communication styles from the various media texts. As well, we developed the effective
 methods for the analysis.
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１．研究開始当初の背景 
 Web の発達は、既存のメディアに変革を迫
りつつある。とりわけ、ブログや掲示板をは
じめとする CGM（消費者生成メディア）の発
達は、新しいコミュニケーション・スタイル
を生みだし、新聞、雑誌、書籍をはじめとす
る書誌メディアから、テレビ、映画など、映
像メディアまで、既存のメディアは、この新
たなメディアと人々のコミュニケーショ
ン・スタイルの変化に対応を迫られている。
すでに、この点をめぐる理論的考察は多くあ
るものの、今後さらにこれを実証的研究と接
続することが求められている。 
 一方、データベースの蓄積と自然言語処理
技術の発達により、計算機ベースのテキスト
解析は、その射程をますます広げ、大量・多
種のテキストデータを新たな応用へと役立
てることが、学術的、社会的に急務の課題と
なっている。とりわけ、テキストから、流行
主題や重要トピックのみならず、コミュニケ
ーションの在り方を抽出・分析することへの
期待が高まっている。テキストデータに注目
し、これを言語学的、社会学的に分析するこ
とで、新たなメディアと人々のコミュニケー
ション・スタイルの変化を実証的に明らかに
することができる。 
 研究代表者は、従来から、大量かつ多種の
情報資源の蓄積の中で、テキストによるコミ
ュニケーションに注目し、書き手（話し手）
の態度、価値観、感情など、繊細な情報を抽
出しようと試みてきた。とくに、テキストが
もつ文体的特徴が、これをあらわすと考え、
これまで、著者推定やジャンル判別などに利
用されてきた計算文体論の分析手法を発展
させることで、この点を明らかにすることが
できると考えてきた。この点についてすでに、
一部成果を得ているものの、多様な Web テキ
スト、また、書誌メディア、映像メディアを
含む、様々なメディアテキストを網羅的に収
集し、包括的にメディアの特性と人々のコミ
ュニケーション・スタイルの特徴を明らかに
するには至っていない。 
 
２．研究の目的 
 以上のような背景のもと、本研究では、計
算文体論アプローチを用いて、多種メディア
テキストからコミュニケーション・スタイル
を抽出、分析する。本研究では、大量かつ多
種のメディアからテキストデータを収集、電
子化し、これを、計算文体論アプローチを用
いて分析することで、多様なメディアにおけ
る人々のコミュニケーションの在り方を実
証的に明らかにすることを目的とする。これ
により、多様なメディアにおける人々のコミ
ュニケーション・スタイルの特徴が実証的に
明らかになり、将来のメディアの在り方、オ
ンラインでの円滑なコミュニケーションの
在り方、書誌メディア、映像メディアの将来、
以上を考え、設計していくために有益な実証
的知見を得ることを目的とする。同時に、多

様なメディアテキストを検討することは、言
語学分野でのジャンル、レジスター研究、自
然言語処理の分野での domain adaptation の
問題に対しても、有用なケース・スタディを
提供する。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、まず、Blog、Twitter、Yahoo!
知恵袋をはじめとする Web メディア、小説、
新聞、雑誌、書籍、音楽（歌詞）、映像作品
（テレビ番組、映画スクリプト）など、書誌、
映像メディアから、テキストデータを収集、
作成し、特徴量を計算する。次に、多変量解
析を適用することで、探索的にテキスト特徴
量に影響を与える要因を考察する。統制要因
を排除した後、機械学習の適用によって、各
類型をあらわすテキスト特徴量を明らかに
する。以上をもとに、各メディアのコミュニ
ケーション・スタイルの特徴、位置関係を明
らかにする。初年度は、テキストデータの整
備、テキスト特徴量の計算にあて、次年度に、
探索的分析、機械学習を用いた特徴分析、最
終年度に、メディアの位置関係の分析、研究
全体の総括を行う。 
 
４．研究成果 
 研究方法に記載の通り、多種データをクロ
ールおよび人手により収集、電子化するとと
もに、既存のデータセットを入手、利用した。 
同時に、これら入手したデータについてテキ
スト特徴量を抽出し、多変量解析、機械学習
諸手法を用いて、テキストの特徴分析を行い、
言語学的、社会学的知見を得た。これをもと
に、各メディアのコミュニケーション・スタ
イルの特徴、位置関係について考察した。加
えて、独自の特徴量を考案し、また、他のデ
ータをも利用して、分析手法の有効性を検証
することで方法論的知見を得た。詳細は、以
下の発表論文等に記載の通りである。今後、
さらに、本研究の成果をコミュニケーション
指標の作成、検索システムへと応用すること
が課題である。 
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